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エグゼクティブサマリー
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〈 2025年度 第1四半期 業績 〉

売上高

1,371 百万円

（前年同期比 -4.7%）

営業利益

76 百万円

（前年同期比 - ）

EBITDA※1

110 百万円

（前年同期比 +233.3% ）

EBITDAマージン

◼ 前年同期比では減収も、離職率の低下や採用が好調に進捗した影響が連結除外の減収影響を上回り前四半期比で+1.1%と増収にて着地

◼ 全事業において売上高が堅調に伸長している中、特にコンサルティングサービスで採用によるコンサルタント数の増加と案件獲得が順調に進捗した

ことから前四半期比で+9.4%の増収となり好調を維持

〈 デジタルトランスフォーメーション事業の状況〉

コンサルタント単価※2 期末従業員数※3

*1 EBITDAは営業利益に減価償却費、敷金償却と株式報酬費用等を加えたもの

*2 コンサルタント単価は、従業員および協働パートナーの平均単価を算出

*3 デジタルトランスフォーメーション事業に従事する者のみを集計、期末付の退職者を含む

8.0%

（前年同期比 +5.7pt）

◼ コンサルタント単価の向上は概ね順調に進捗し、
Q1のコンサルタント単価は前年同期比+2.1%と伸長

◼ 連結除外による1２名減少の影響を、離職率の低下と中途採用が
好調に進捗した影響が上回り前四半期比で増加基調を維持

1.52 百万円／月

（前年同期比 ＋2.1%）

1５１ 名
（前四半期比 +1.3%）

〈 2025年12月期の業績見通し 〉

◼ 売上高重視の目標から利益重視の目標へと移行

◼ 売上高は進捗率25.4%となり全事業において順調に推移

◼ Q1の営業利益は通期業績予想を超過する状況も、Q2は4月に入社

する新卒社員の戦力化に時間を要することを主因に計画通りの赤

字となる想定であり、下期計画も踏まえ慎重に検討した結果、期初の業
績予想を維持

5,400 百万円  

売上高

10 百万円  

営業利益
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1 .  (株)プロジェクトホールディングスの概要
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グループ経営理念

1. （株）プロジェクトホールディングスの概要

Vision

次世代を率いるプロフェッショナル人材を輩出し、

企業を変革する多様なソリューションを提供することで、

顧客1社1社を次世代を代表する企業へと導き、日本社会を復活させる

Mission

プロジェクト型社会の創出

5

プロジェクトホールディングス グループ
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2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

沿革

1. （株）プロジェクトホールディングスの概要
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会社設立

本社移転
5億円

「UIscope」 

事業譲受

本社移転

(株)プロジェクトカンパニーとして

東証マザーズ（現・グロース）市場へ上場
10億円

グループ経営による

多角的成長期

事業拡大期

(株)uloqo［現・(株)プロジェクトHRソリューションズ］

をグループ会社化

(株)プロジェクトデジタルマーケティング［現・(株)DCXforce］および

(株)プロジェクトパートナーズを新設し、グループ経営体制へ移行

(株)Dr.健康経営および(株)アルトワイズを

グループ会社化 四半期
売上高

15億円

純粋持株会社体制への移行（商号変更）

およびオフィス移転
2024.1

2023.7

2023.4

2022.10

2022.7

2019.6

2018.6

2017.6

2016.1

2022.4

(株)プロジェクトHRソリューションズの

全株式を譲渡
2024.5

(株)クアトロテクノロジーズ

［現・(株)アルトワイズ］をグループ会社化

(株)プロジェクトパートナーズを

(株)プロジェクトカンパニーに吸収合併

2021.9

(株)DCXforceの

全株式を譲渡
2024.12
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グループ概要

1. （株）プロジェクトホールディングスの概要
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（株）プロジェクトカンパニー

   DXコンサルティング（新規事業開発、既存事業変革）

 AIコンサルティング（AIをテーマとした戦略策定支援）

 デジタルマーケティング（包括的な戦略策定や実行推進）

 UI/UX評価ユーザーテストサービス “UIscope”

デジタルトランスフォーメーション事業

（株）アルトワイズ

   エンジニア派遣（システム開発・システムテスト等）

DX×テクノロジー事業

（株）Ｄｒ．健康経営

   産業医派遣、健康経営コンサルティング

DX×HR事業

（株）プロジェクトホールディングス

・設立 2016年1月

・株式市場 東証グロース (9246)

・資本金 50百万円

・連結従業員数 287名
（2025年3月末現在）

・主要株主

代表取締役 土井悠之介 32%

（株）SBIホールディングス 29%
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従業員の状況（2025年度第1四半期）

1. （株）プロジェクトホールディングスの概要
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◼ 前期から継続して離職率が低下傾向にあり、採用が好調に推移したことから、グループ全体の従業員数はＹｏｎＹ+61名となる287名に増加

◼ 4月1日付でデジタルトランスフォーメーション事業に新卒社員が20名、中途社員が14名入社しており、Q2で社員数の大幅な増加を見込む

10 10 15 19 22 25 30 25 26 27 31 29 27 25

54
69

85 86 87 89

123
120 118 107

148 147 149 151

48 41

75
71 67

64

75 85 88
101

10 9

10 12

17
24 28

28

9
7 7

10

64

79

110 114

167 167

245 240 239
226

263 268 271

287

FY2021 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

DX×HR事業

DX×テクノロジー事業

デジタルトランスフォーメーション事業

コーポレート部門

従業員数の推移(人： 各期末日時点）

DCXforce連結除外に伴い１２名減少も

離職率の低下傾向を維持していること

中途採用が好調に進捗していることから

従業員数は増加傾向を維持

（☞ p.17 ）

前期末に今期の採用に注力した影響で

採用が好調に推移したこと

離職者数が0となったことで

従業員数が大幅に増加

（☞ p.18 ）

DX×テクノロジー事業

デジタルトランスフォーメーション事業

※ DCXforce連結除外に伴う減少分12名
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2.  2025年12月期  第1四半期の業績
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452 458 
552 

677 

936 919 
1,061 1,102 

1,196 1,138 1,167 1,121 1,070 

910 943 
1,038 1,010 

211 

221 354 328 
300 

244 

234 
253 

275 314 

58 

64 

77 

120 120 
137 

124 

104 37

42 45

452 458 

552 

677 

936 919 

1,120 

1,376 

1,494 

1,634 1,616 
1,560 

1,439 

1,249 1,234

1,3561,371

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

FY2021 FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

DX×HR事業

DX×テクノロジー事業

デジタルトランスフォーメーション事業

業績推移 －売上高－

2. 2025年12月期 第1四半期の業績

◼ FY2025 Q1の売上高は、QonQ +1.1%、YonY ▲4.7%となる1,371百万円

◼ デジタルトランスフォーメーション事業は、前期末のグループ離脱の影響によりQonQで減収

単体 連結

売上高（百万円）

DCXforce連結除外に伴い減収※も

従業員数が順調に増加した影響でQonQで微減

Q2は季節性はく落の影響に加え好調だったQ1から

期初計画並みまで落ち着く見込みであることから

QonQでは減収となる見込み

10

従業員数が大幅に増加した影響で増収基調を維持

DX×テクノロジー事業

デジタルトランスフォーメーション事業

プロジェクトＨＲソリューションズ社の株式譲渡に伴う
連結除外によりFY24 Q3にセグメント全体で

売上高が減少したもののQ4以降は増収基調を維持

DX×HR事業

※ DCXforce連結除外に伴う減少分104百万円

 連結除外に伴う年間の減収は379百万円
 （DCXforceのFY2024 通期売上高と同額）
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132 
110 

135 
154 

231 

190 

303 302 
271 

239 

295 

235 

33 

-63 
7 

84 
110 

29.2%

24.2%

24.6%

22.8%

24.7%

20.8%

27.1%

22.0%

18.2%

14.6%

18.3%

15.1%

2.3%

-5.0%

0.6%

6.2%

8.0%

EBITDA（百万円）

EBITDAマージン

業績推移 －営業利益・EBITDA－

2. 2025年12月期 第1四半期の業績

11

※ EBITDA = 営業利益

+ 減価償却費（のれん償却含む） + 敷金償却

+ 株式報酬費用 + 株式給付引当金繰入額

127 
105 

129 
147 

224 

184 

282 
266 

228 

192 

245 

187 

-24 

-127 

-49 

13 

76 

28.1%

22.9%

23.5%

21.9%

24.0%

20.1%

25.2%

19.4%

15.3%

11.8%

15.2%

12.0%

-1.7%

-10.2%

-4.0%

1.0%

5.5%

営業利益（百万円）

営業利益率

◼ デジタルトランスフォーメーション事業において、社内人員の稼働率向上による粗利率改善や販管費の減少を主因として営業利益・EBITDA

ともに黒字幅を拡大、 Q2は4月に入社する新卒社員の戦力化に時間を要することを主因に計画通りの赤字となる想定

営業利益 EBITDA

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

FY2021 FY2022 FY2023

Q1 Q2 Q3 Q4

FY2024

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

FY2021 FY2022 FY2023

Q1 Q2 Q3 Q4

FY2024

Q1

FY2025

Q1

FY2025
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41 
49 

58 
64 

77 

93 93 
103 

91 

69 

27 27 

34 

32 

35 

37 
42 45 

120 120

137

124

104

37
42

45

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

ヘルスケアサービス

HRソリューションサービス

セグメント別の業績推移 －売上高－

2. 2025年12月期 第1四半期の業績
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◼ セグメント別の売上高推移は以下の通りで全事業が堅調に伸長

733 708 

834 872 
961 951 

1,021 1,010 
951 

797 826 
902 

987 

176 183 

183 
199 

196 
168 

125 
100 

110 

107 
113 

128 21 
28 28 

44 
31 

39 
18 

19 
11 

8 

5 
3 

6 
1 

936 919 

1,061 
1,102 

1,196 

1,138 
1,167 

1,121 
1,070 

910 
943 

1,038 
1,010 

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

UIscopeサービス

マーケティングサービス

コンサルティングサービス

デジタルトランスフォーメーション事業 DX×テクノロジー事業 DX×HR事業

※ 2022年度第4四半期より連結。以前の数値は、事業譲受先
である(株)cuatro pistasの当該事業売上高を参考記載

※ 2022年度第3四半期より連結。以前の数値は(株)uloqo 
の業績を参考記載

※ 2023年12月期よりマーケティングサービスに係る集計基準を一部変更し、
コンサルティング要素の強い案件はコンサルティングサービスへ移管。

採用が好調に進捗していること、経営統合により
離職率が低下したことを要因に増収基調を継続

単位：百万円 単位：百万円 単位：百万円

前期のグループ離脱の影響により、マーケティングサービスが大幅に
減収したものの、コンサルティングサービスは増収基調を継続

ヘルスケアサービスはFY2024Q1以降
増収基調を継続

230 

200 
174 

211 221 

354 
328 

300 

244 234 
253 

275 

314 

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

※ DCXforce連結除外に伴う減少分１０４百万円
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セグメント別の業績推移 －原価・売上総利益－

2. 2025年12月期 第1四半期の業績
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◼ 売上総利益率の改善傾向が継続。販管費がQonQで減少したこともあわせ、営業利益は76百万円と黒字幅を拡大

売上高

人件費（原価）

外注費（原価）

その他原価

売上総利益※

同 率

販管費

1,010

デジタルトランスフォーメーション事業

▲2.7%

DX×テクノロジー事業 DX×HR事業

実績 [百万円] QonQ

314 +14.2% 45 +７.1%

実績 [百万円] QonQ

272 ▲2.9% 115 +18.6% 2 -

263 ▲16.8% 111 +12.1% 0 -

3 - 1 - 0 -

営業利益

同 率

実績 [百万円] QonQ

471 +7.8% 86 +13.2% 43 +2.4%

525

+4.5 pt 27.4% ▲0.2 pt 95.6% ▲4.4 pt

76

5.5%

46.6%

※地代家賃等の販管費から原価への配賦前の数値を記載しているため、 決算短信に記載の売上総利益とは一致しない

QonQ ▲3.1%
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販管費の内訳

2. 2025年12月期 第1四半期の業績

14

◼ Q4の採用数を一定水準に抑制し、FY2025以降の採用に注力したことに伴い採用費はQonQで大幅に増加、YonYでも＋57.7％

◼ 前期末にDX×テクノロジー事業で関連資産の減損を行った影響で償却費等が大幅に減少

人件費
(販管費)

採用費

地代家賃

償却費等
(のれん償却含む)

その他販管費

対売上高比率 QonQ実績 [百万円]

116

82

166

34

78

販管費 計 525

8.5%

6.0%

12.1%

2.5%

5.7%

38.3%

+7.4%

+78.3%

▲51.4%

▲15.2%

▲3.1%

▲0.6%

外注費
(販管費)

46

摘要

バックオフィス従業員給与・役員報酬 等

エージェント報酬、イベント費用 等

オフィス賃料

のれん等固定資産の償却費、株式報酬費用 等

育成強化等に伴う外部人材活用・研修費用 等3.4% ▲19.3%
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業績予想に対する実績

2. 2025年12月期 第1四半期の業績
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◼ デジタルトランスフォーメーション事業のQ1の売上高が計画以上に進捗、Q2はQ1の季節性のはく落などの影響でQonQで減収の見込み

◼ 営業利益は現時点で超過達成となっているが、4月に入社する新卒社員の戦力化に時間を要するためQ2は計画通りの赤字の想定

単位：百万円

連結売上高

親会社株主に帰属する当期純利益
（当期純利益率）

連結経常利益
（経常利益率）

業績予想
（2/14公表）

第1四半期
実績(累計)

連結営業利益
（営業利益率）

進捗率

デジタルトランスフォーメーション事業

その他事業

5,400

4,090

1,310

10
(0.2%)

0
(-%)

▲20
(-%)

1,371

1,010

360

76
(5.5%)

71
(5.2%)

42
(-%)

25.4%

24.7%

27.5%

761.3%

-

- 

✓デジタルトランスフォーメーション事業のQ1の売上高

が計画以上に進捗

✓Q2は季節性はく落の影響に加え、好調だったQ1から

期初計画並みまで落ち着く見込みであることから

QonQで減収の見込み

✓ＤＸ×テクノロジー事業も好調に進捗

✓通期業績予想10百万円に対しQ1で超過達成状況

✓Q2は4月入社の新卒社員の戦力化に時間を要す

ることを主因に計画通りの赤字となる想定であり、

下期計画も踏まえ慎重に検討し期初の業績予想を維持

要因分析

✓経常利益の黒字に伴い42百万円の黒字
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3.  事業の状況
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18 19 20

25
27 28

30

FY FY Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

2022 2023 FY2024 FY2025

21 
27 

11 9 11 

52 

7 
4 14 

52 

8 7 
17 5 

7 6 
5 

8 13 16 20 
14 11 7 7 5 

35% 34%

24% 25%

27%

32%

41%

48%

44%
39%

28% 20%

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

FY2022 FY2023 FY2024 FY2025

入社人数 退職人数 離職率

FY202５
通期見通し

20%

デジタルトランスフォーメーション事業｜KPI推移（従業員数・1人当たり売上高）

17

◼ ガバナンス体制や組織風土・労働環境の整備・改革に注力してきた結果、退職人数の減少傾向を維持し離職率が大幅に改善

◼ 稼働率の向上やマネージャー数の増加などの要因により、Q1のコンサルタント単価はYonY+2.1%、QonQでも+1.3%と伸長

87 89 

123 120 118 
107 

148 147 149 151 

95

139

112

136
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100

84 83
76 

FY Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

2022 FY2023 FY2024 FY2025

従業員 協働パートナー

デジタルトランスフォーメーション事業に従事する者について集計

3.80 
4.53 3.07 3.22 3.21 3.35 

2.07 2.15 2.34 2.32 
1.94 1.80 1.61 1.51 1.54 1.49 

1.20 1.37 

1.50 1.52 

FY Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1
2022 FY2023 FY2024 FY2025

従業員1名あたり売上
コンサルタント（従業員＋協働パートナー）単価

入社/退職人数・離職率

※ 離職率は、各期末日までの1年間における退職者数を同期間の平均従業員数で除して算出

1.50

FY2025
通期見通し

FY2023以降とは

基準が異なるため

参考値
約35名

FY2025
期末見通し

従業員数の

約20%

デジタルトランスフォーメーション事業の売上高を同事業の平均従業員数又はコンサル
タント数で除して算出

4月に入社した新卒社員の影響で、見かけ上は低下
（稼働人員当たりの単価が低下したものではない）

内部昇格・新規採用により
マネージャー数が増加

約175名

FY2025
期末見通し

従業員数

4月（当社第2四半期）に新卒社員が入社し従業員数が増加

期末マネージャー数（人）

期末従業員数・協働パートナー数（人） 従業員1名当たり売上高（百万円/月）

3. 事業の状況

デジタルトランスフォーメーション事業のみ
（コーポレート部門を除く）

デジタルトランスフォーメーション事業＋コーポレート部門 ← →

※ DCXforce連結除外に伴う減少分12名
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DX×テクノロジー事業｜

3. 事業の状況
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◼ アルトワイズ社においてエンジニアによるシステム開発・ソフトウェアテストの支援サービスを展開

◼ エンジニアが働きやすい環境づくりに注力しており、転職情報サイトで「働きかた優良企業賞」を受賞するなどの取り組みにより採用が好調

52 

62 

74 
77 

90 

78

64
61

56
60

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

FY2024 FY2025

プロパー
協働パートナー

616 
625 

650 

690 

711 

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1

FY2024 FY2025

DX×テクノロジー事業に従事する者について集計

期末エンジニア数（人） エンジニア単価（千円/月）

DX×テクノロジー事業の売上高を同事業の平均エンジニア数で除して算出

入社/退職人数（DX×テクノロジー事業）
※ FY2024 Q1までは、アルトワイズ社とプロジェクトテクノロジーズ社の合計値

アルトワイズ社が強みを持つエンジニアの働きやすい環境を打ち出すことで
エンジニア採用が好調に進捗

協働パートナーに比べ収益性に優れるプロパーの採用とアサインを優先して
進めていく方針

アルトワイズ社が、(株)マイナビが運営する総合転職情報サイト『マイナビ転職』主催の

「マイナビ転職BEST VALUE AWARD」において「働きかた優良企業賞」を受賞しました。

マイナビ転職 BEST VALUE AWARD

受 賞

https://tenshoku.mynavi.jp/content/bestvalueaward/companies/
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DX×HR事業｜

3. 事業の状況
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◼ Dr.健康経営社において、産業医マッチングサービスを軸として企業の健康経営を支援するサービスを提供

◼ 同社は2023年4月のグループジョイン後、営業力強化やクロスセルにより大型案件の獲得を進めているほか、直近では保健師による

人事部門サポートサービスをリリースするなど支援メニューの拡充を図っている

既存サービス
の拡販

サービスメニュー
の拡充

当社グループのアセットを活かした営業力強化・クロスセルによる案件の大型化

〈 グループジョイン時の顧客構成 〉 〈 現在の状況 〉

法制度により産業医の設置が義務となる

従業員50名程度の企業が中心

引き続き従業員50名程度の企業を開拓しつつ、

複数の事業拠点を持つ大企業を中心に体制を組んだ

提案型営業による大規模案件を積み上げ

企業の人事・労務部門の課題に対する新たな支援メニューを展開

１． 保健師派遣サービス

保健師を顧客企業に派遣し、産業医面談に至る1歩手前をすくい上げることで人事労務部門の負担を軽減

２． 大手人材系企業との協業による従業員エンゲージメント向上サービス（実証試験中）
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ご留意事項
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◼ 本資料に記載されている当社以外に関する情報については、一般に公開されている情報等から引用したものであり、その真実性、

正確性または完全性について、当社は何ら表明及び保証するものではございません。

◼ 本資料は、当社の業界動向及び事業内容について、現時点における予定、推定、見込み又は予想に基づいた将来展望についても

言及しております。これらの将来展望に関する表明の中には、様々なリスクや不確実性が内在します。

既に知られたもしくはいまだに知られていないリスク、不確実性その他の要因が、将来の展望に関する表明に含まれる内容と異

なる結果を引き起こす可能性がございます。

◼ 当社の実際の将来における事業内容や業績等は、本資料に記載されている将来展望と異なる場合がございます。
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